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Ⅰ 多摩川河口干潟の生物・底質調査 

１ 調査目的 

   干潟には、海藻や微小藻類による基礎生産の場、底生生物・魚類・鳥類などの生息の場、水質

浄化の場など、多様な機能があり、近年、地域住民の関心も高まっている。川崎市における唯一

の干潟であり、東京湾奥部に残る数少ない干潟の一つである多摩川河口干潟の環境調査を平成 12

年度から実施しており、本年度も引き続き実施した。 

２ 調査年月日 

  平成 17 年７月 22 日（金） 

３  調査項目 

  底質性状、マクロベントス及びメガロベントス 

４ 調査地点 

図Ⅰ―１に示す多摩川と多摩運河の合流地点より上流約 0.75 ㎞の範囲（平成 16 年度調査実施

範囲の下流隣り）で実施した。 

調査地点の概要を図Ⅰ―２に示す。 

メガロベントス調査の範囲は、堤防沿いの幅(河川横断方向)約 200ｍ、長さ(河川縦断方向)約

750ｍの範囲とし、底質性状調査及びマクロベントス調査の箇所は、メガロベントス調査範囲内の

河川横断方向に設けた１調査ライン上４箇所(St.1 は満潮時に水没する岸よりの箇所、St.2 は平

均水面付近の箇所、St.3 は干潮時に底面が露出する干潮線付近の箇所、St.4 は干潮時にも底面が

露出しない部分で水深が 30 ㎝程度までの箇所。)とした。 

調査地点周辺には干潮時に最大幅 200ｍ程度の広大な干潟が出現した。堤防沿いにはヨシ原が

多くみられ、草地、低木なども散在していた。 

５ 調査方法 

 (1)  底質性状 

ハンドスコップ又はエクマン・バージ型採泥器を用いて干潟の表層泥を採取し、粒度、比重、

ｐＨ、酸化還元電位、乾燥減量、強熱減量、ＣＯＤ、全窒素、全リン、ＴＯＣ、硫化物及び油

分の測定を行った。なお、泥温、臭気、外観及び泥色については、現場で観測した。 

  (2) マクロベントス 

    ハンドスコップ又はエクマン・バージ型採泥器を用いて干潟の底泥とともに生息するマクロ

ベントスを採取した。採取面積は、１箇所あたり 0.1 ㎡以上とした。採取した底泥は１㎜メッ

シュの篩でふるい、篩上に残った生物を 10％ホルマリンで固定して持ち帰り、種の同定、種類

別個体数の計算、種類別湿重量の測定を行った。 

  (3) メガロベントス 

    調査範囲内に生息するメガロベントスの種類及び分布範囲を目視観察等により記録した。観

察の対象とする生物は、大型甲殻類、貝類、魚類などとした｡目視観察で種の同定が困難なもの

については、10％ホルマリンで固定して持ち帰り、種の同定を行った。 
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６ 調査結果 

 (1)  底質性状 

底質性状調査結果を表Ⅰ―１に示す。 

ア 粒度 

St.1、St.2 は砂質が多く、St.3 は砂質が 56.7%、泥質が 43.3%と砂質と泥質が同程度であ

った。St.4 では泥質が多かった。流心寄りで泥質分が多い傾向がみられた。 

   イ 比重 

     全地点で大きな差はなく 2.652～2.697 であった。 

   ウ ｐＨ 

     全地点で 7.1 であった。 

   エ 酸化還元電位 

     St.2 で最も大きく+261mV、St.4 で最も小さく+21mV であった。いずれの地点も酸化状態で

あり、底生生物が生息できないような強い還元状態の地点はなかった。 

   オ 乾燥減量 

St.1 で最も低く 21.7%、St.4 で最も高く 43.3%であった。岸寄りで低く、流心寄りで高い

傾向がみられた。 

   カ 強熱減量 

     St.1 で最も低く 1.6%、St.4 で最も高く 5.0%であった。岸寄りで低く、流心寄りで高い傾

向がみられた。 

   キ ＣＯＤ 

     St.2 で最も低く 1.6mg/g、St.4 で最も高く 5.7mg/g であった。泥質分の卓越する St.3、St.4

が St.1、St.2 に比べて高かった。 

   ク 全窒素 

     St.1 で最も低く 0.26mg/g、St.4 で最も高く 0.86mg/g であった。岸寄りで低く、流心寄り

で高い傾向がみられた。 

   ケ 全リン 

     St.2 で最も低く 0.322mg/g、St.4 で最も高く 0.703mg/g であった。泥質分の卓越するSt.3、

St.4 が St.1、St.2 に比べて高かった。 

   コ ＴＯＣ 

     St.1、St.2 で最も低く 1.7mg/g、St.4 で最も高く 11.5mg/g であった。泥質分の卓越する

St.3、St.4 が St.1、St.2 に比べて高かった。 

   サ 硫化物 

     St.1 で最も低く<0.01mg/g、St.4 で最も高く 0.13mg/g であった。岸寄りで低く、流心寄り

で高い傾向がみられた。 

   シ 油分 

St.1、St.2 で最も低く 0.3mg/kg、St.4 で最も高く 4.3mg/kg であった。泥質分の卓越する

St.3、St.4 が St.1、St.2 に比べて高かった。 
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  (2) マクロベントス 

    マクロベントス出現種を表Ⅰ―２、調査結果を表Ⅰ―３に示す。 

調査で確認された生物は、マキガイ綱が 2 種類、ニマイガイ綱が 8 種類、ゴカイ綱が 8 種類、

甲殻綱が 4 種類、昆虫綱が 1 種類であった。出現種はいずれも汽水・海産性の種類であり、干

潟や浅場の底泥中や底泥上に生息するものが多かった。調査地点が海域寄りであることを反映

し、過年度に比べると汽水域の中でも塩分の高い場所を好む種類が多い傾向がみられた。種類

数は、St.4 が 13 種類で最も多く、St.1 が 6 種類で最も少なかった。個体数は、St.4 が 1,255

個体/m 2で最も多く、St.3 が 428 個体/m 2で最も少なかった。湿重量は、St.2 が 22.45g/m2で最

も多く、St.1 が 4.12g/m 2で最も少なかった。 

    地点別にみると、満潮時に水没する岸寄りの St.1 ではゴカイ、スナウミナナフシ科の一種、

アサリなど 6 種類、485 個体/m2、4.12g/m 2が採集された。採集された個体数が最も多かった種

類は、ゴカイで 428 個体/m2 であった。採集された湿重量が最も多かった種類も、ゴカイで

3.61g/m 2であった。 

    平均水面付近の St.2 ではゴカイ、ホトトギスガイ、チリハギガイ科の一種など 10 種類、1,068

個体/m2、22.45g/m2が採集された。採集された個体数が最も多かった種類は、ゴカイで 472 個

体/m2であった。採集された湿重量が最も多かった種類は、ヤマトシジミで 10.67g/m 2であった。 

    干潮時にのみ露出する干潮線付近の St.3 ではアサリ、ホトトギスガイ、ドロソコエビ属の一

種など 9 種類、428 個体/m 2、12.19g/m2 が採集された。採集された個体数が最も多かった種類

は、アサリで 196 個体/m 2 であった。採集された湿重量が最も多かった種類は、アラムシロガ

イで 5.16g/m 2であった。 

    干潮時にも露出しない St.4 ではホトトギスガイ、ヘテロマストゥス属の一種、シガンブラテ

ンタキュラータなど 13 種類、1,255 個体/m2、14.85g/m 2が採集された。採集された個体数が最

も多かった種類は、ホトトギスガイで 658 個体/m2 であった。採集された湿重量が最も多かっ

た種類は、オキシジミで 5.96g/m2であった。 

    主な出現種の生息状況をみると、アサリは St.1 から St.4 までの広い範囲に生息し、St.3 で

多かった。一方、エドガワミズゴマツボ、シズクガイ、オキシジミなどは地盤高の低い St.4

にのみ、逆にチゴガニ、アシナガバエ科の一種は地盤高の高い St.1 にのみ生息していた。 

 

(3)  メガロベントス 

メガロベントス出現種を表Ⅰ―４に示す。 

    調査で確認された生物は、花虫綱 1 種類、ウズムシ綱 1 種類、マキガイ綱 2 種類、ニマイガ

イ綱 10 種類、ゴカイ綱 1 種類、甲殻綱 21 種類、硬骨魚綱 4 種類であり、甲殻綱の生物が多か

った。 

    出現種はいずれも汽水・海産性の種類であり、干潟の底泥上で生活する生物、底泥中に埋在

して生活する生物、底泥中に生息孔を掘って生活する生物、干潟の流木などに固着して生活す

る生物などであった。  

    メガロベントス調査範囲内の底質分布について、表層泥の外観は、開放干潟の上流側および
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汀線付近、澪筋周辺が砂泥であり、下流側は概ね砂であった。ヨシ原の岸寄りの底質は乾いた

土が多く、流心寄りでは砂が多くなっていた。 

ア イソギンチャク目の一種 

   開放干潟最下流の汀線付近の砂質部でのみ確認された。生息数はあまり多くないと考えられ

る。 

イ ヒラムシ目の一種 

   開放干潟下流側の汀線付近の砂泥質部でのみ確認された。生息数はあまり多くないと考えら

れる。 

ウ カワザンショウガイ属の一種 

   ヨシ原の湿り気の多い砂質部で主に確認された。確認地点は局所的であったが、生息数は多

いと考えられる。 

エ アラムシロガイ 

   開放干潟下流側に広がる砂質部の流心側で広く確認された。生息数は多いと考えられる。 

オ コウロエンカワヒバリガイ 

   開放干潟に点在する流木に付着していた。確認地点は局所的であったが、生息数は多いと考

えられる。 

カ ホトトギスガイ 

   開放干潟下流側の汀線付近の砂泥質部でのみ確認された。生息数はあまり多くないと考えら

れる。 

キ ムラサキイガイ 

   開放干潟に漂着したゴミに付着していた。生息数はあまり多くないと考えられる。 

  ク マガキ 

   開放干潟に点在する流木とヨシ原前縁のヨシの根元に付着していた。生息数は多いと考えら

れる。 

ケ シオフキガイ 

   開放干潟下流側砂質部の数箇所で確認された。埋在性のため生息数は不明である。 

コ マテガイ 

   開放干潟最下流砂質部の汀線付近でのみ確認された。埋在性のため生息数は不明である。 

サ ヤマトシジミ 

   ヨシ原の前縁とその周辺の開放干潟の数箇所で確認された。生息数は多いと考えられる。 

シ オキシジミ 

   ヨシ原に隣接した澪筋周辺でのみ確認された。生息数はあまり多くないと考えられる。 

ス アサリ 

   開放干潟最下流砂質部の汀線付近で確認された。埋在性のため生息数は不明であるが、マク

ロベントス調査では多く確認された。 

ソ ソトオリガイ 

   開放干潟の砂泥質部と砂質部の数箇所で確認された。埋在性のため生息数は不明である。 
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タ ゴカイ 

   ヨシ原前縁から開放干潟全体で広く確認された。生息数は多く、特に開放干潟上流側砂泥質

部の中央部（河川横断方向）で多かった。 

チ フジツボ類 

   シロスジフジツボ、タテジマフジツボ、アメリカフジツボ、ヨーロッパフジツボ、ドロフジ

ツボが確認された。開放干潟に点在する流木とヨシ原前縁のヨシの根元に付着していた。特に

流木では高密度で確認された。生息数は多いと考えられる。 

ツ フナムシ 

   ヨシ原の地盤が高く、植物片・ゴミなどの堆積物が多い場所で確認された。局所的に群生し

ており、全体的に生息数は多いと考えられる。 

  テ イソコツブムシ属の一種 

   開放干潟に点在する流木に付着するマガキやフジツボ類の間で確認された。生息数は不明で

ある。 

ト メリタヨコエビ属の一種 

   開放干潟に点在する流木に付着するマガキやフジツボ類の間で確認された。生息数は不明で

ある。 

ナ スジエビ属の一種 

   ヨシ原の前縁の数箇所で確認された。生息数は多いと考えられる。 

ニ アナジャコ 

   開放干潟の汀線付近の砂泥質部で確認された。開放干潟上流側の汀線付近では本種のものと

みられる生息孔が多数確認され、全体的な生息数は比較的多いと考えられる。 

ヌ ユビナガホンヤドカリ 

   開放干潟中央のヨシ原の前縁でのみ確認された。生息数はあまり多くないと考えられる。 

ネ チゴガニ 

   開放干潟の堤防寄りのやや地盤の高くなっている砂質部または砂泥質部とヨシ原内の開けた

砂泥質部で確認された。生息範囲は局所的だが、生息数は多かった。 

ノ オサガニ 

   開放干潟の砂質部と砂泥質部の数箇所で確認された。生息数はあまり多くないと考えられる。 

  ハ ヤマトオサガニ 

   開放干潟のヨシ原周辺とヨシ原に隣接する澪筋周辺、上流側に広がる砂泥質部の流心側で確

認された。生息数は多く、特に上流側のヨシ原前面には高密度で広い範囲に分布していた。 

ヒ コメツキガニ 

   ヨシ原内の開けた砂泥質部、開放干潟堤防寄りのやや地盤の高くなっている砂質部で確認さ

れた。生息数は多く、特に下流側のヨシ原周辺で多かった。 

  フ クロベンケイガニ 

 ヨシ原内で広く確認された。生息数は多く、特にヨシ原中心部の物陰に多かった。 
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ヘ アカテガニ 

   ヨシ原中央堤防側にある低木の根元の乾いた土の上で確認された。特に枯れたヨシの中や低

木の根元の枯れ葉の下に多かった。生息数はあまり多くないと考えられる。 

ホ アシハラガニ 

   ヨシ原から開放干潟のヨシ原際で確認された。生息数は多く、特にヨシ原の前縁で多く確認

された。 

マ ケフサイソガニ 

   ヨシ原の前縁の干潮時でも水たまりが形成されるところと開放干潟に点在する流木の下で確

認された。生息数は多いと考えられる。 

ミ カクベンケイ 

   ヨシ原の奥まったところの縁辺部で局所的に確認された。生息数はあまり多くないと考えら

れる。 

ム マメコブシガニ 

   開放干潟下流側の汀線付近の砂質部数箇所で確認された。生息数はあまり多くないと考えら

れる。 

  メ ハゼ科の数種（稚魚） 

   ビリンゴ、エドハゼ、マハゼなどの種が確認された。ヨシ原前縁を含む開放干潟全域の干潮

時でも水たまりが形成されるところで広く確認された。生息数は多いと考えられる。 

モ トビハゼ 

   下流側ヨシ原に隣接する澪筋とその周辺で局所的に確認された。生息数はあまり多くないと

考えられる。 

 

 

 

                

 

 オキシジミ(Cyclina sinensis ) 

分布：房総半島以南、朝鮮半島、中国  

生息場所：潮間帯から水深約 20m の砂泥底 

成体の大きさ：殻長 45mm 

  備考：食用 
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  クロベンケイガニ(Chiromantes dehaani) 

 分布：男鹿半島、房総半島から九州の両沿岸、

沖縄諸島、韓国、中国、台湾沿岸  

 生息場所：海岸に近い沼沢地、草原、水田の畔

など 

  成体の大きさ：甲長 37mm、甲幅 40mm 

 

 

 

 

 

 

アシハラガニ(Helice tridens) 

 分布：陸奥湾から九州両沿岸、沖縄諸島、韓国、

ホンコン 

 生息場所：河口から汽水域の上限までの川堤の

ヨシ原（淡水域に侵入することはな

い） 

 成体の大きさ：甲長 28mm、甲幅 34mm 

 備考：穴居する ハサミと発音器を摺り合わせ

て発音する。 

 

 

 

トビハゼ(Periophthalmus modestus ) 

                        分布：東京以西の太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、

沖縄以北の琉球列島、朝鮮半島、中国、

台湾島 

  生息場所：泥底の発達した河口域の干潟 

  成体の大きさ：全長 10cm 

 備考：東京湾奥部の個体群は、環境省のレッド

データブックで絶滅のおそれのある地

域個体群に選定されている。 
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多摩川

干潮時水際線位置

底質性状・ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ
調査箇所（St.２）

底質性状・ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ
調査箇所（St.３）

底質性状・ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ
調査箇所（St.４）

☆海から0.8km地点の標識

☆
海から0.2km地点の標識

☆
海から0.4km地点の標識

☆
海から0.6km地点の標識

底質性状・ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ
調査箇所（St.1）

干潟

 

                図Ⅰ－２ 調査地点の概要  

図Ⅰ―１ 調査地点 

羽田空港

調査地点 

殿町 

大師橋 
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調査年月日：平成17年7月22日
単位 St.1 St.2 St.3 St.4

泥 温 ℃ 29.0 28.0 28.3 27.5

臭 気 なし なし なし なし

外 観 砂 砂 シルト混砂 砂混シルト

泥 色 オリーブ黒 オリーブ黒 オリーブ黒 オリーブ黒

礫 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0

粒 度 (*) 砂質 ％ 95.2 91.6 56.7 28.1

泥質 ％ 4.8 8.4 43.3 71.9

比 重 2.687 2.697 2.693 2.652

pH 7.1 7.1 7.1 7.1

酸 化 還 元 電 位 mＶ +202 +261 +58 +21

乾 燥 減 量 ％ 21.7 23.3 31.8 43.3

強 熱 減 量 ％ 1.6 2.0 3.4 5.0

COD mg/g 1.8 1.6 4.5 5.7

全 窒 素 mg/g 0.26 0.36 0.68 0.86

全 リ ン mg/g 0.333 0.322 0.526 0.703

ＴＯＣ mg/g 1.7 1.7 5.3 11.5

硫 化 物 mg/g <0.01 0.01 0.06 0.13

油 分 mg/kg 0.3 0.3 1.8 4.3

(*)   礫  ：粒径 2mm以上

砂質：粒径 2～0.075mm

泥質：粒径 0.075mm以下

表-3　　　底質性状調査結果

項目

現
場
観
測
項
目

分
析
項
目

               表Ⅰ―１ 底質性状調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             表Ⅰ―２ マクロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4　マクロベントス出現種一覧

調査期日：平成17年７月22日
調査方法：ﾊﾝﾄﾞｽｺｯﾌﾟまたはｴｯｸﾏﾝ･ﾊﾞｰｼﾞ型採泥器による採泥

番号 門 綱 目 科 学名 和名
1 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Stenothyra edogawaensis ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ
2 ﾊﾞｲ ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ
3 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
4 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ LASAEIDAE ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科の一種
5 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra quadrangularis ｼｵﾌｷｶﾞｲ
6 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ
7 ﾏﾃｶﾞｲ Solen sp. ﾏﾃｶﾞｲ属の一種
8 ｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ
9 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Cyclina sinensis ｵｷｼｼﾞﾐ
10 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ
11 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｺﾞｶｲ Cabira pilargiformis japonica ﾆﾎﾝｶｷﾞｺﾞｶｲ
12 Sigambra tentaculata ｼｶﾞﾝﾌﾞﾗ ﾃﾝﾀｷｭﾗｰﾀ
13 ｺﾞｶｲ Neanthes japonica ｺﾞｶｲ
14 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Prionospio japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ
15 Pseudopolydora sp. ｼｭｰﾄﾞﾎﾟﾘﾄﾞﾗ属の一種
16 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp. ﾀﾘｯｸｽ属の一種
17 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella sp. ｶﾋﾟﾃﾗ属の一種
18 Heteromastus sp. ﾍﾃﾛﾏｽﾄｩｽ属の一種
19 節足動物 甲殻 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ANTHURIDAE ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科の一種
20 ﾖｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella sp. ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属の一種
21 ｴﾋﾞ ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属の一種
22 ｽﾅｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla ﾁｺﾞｶﾞﾆ
23 昆虫 ﾊｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ DOLICHOPODIDAE ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種
注）ｺﾞｶｲはSato & Nakajima(2003)によれば、Hediste diadroma、H. atoka、H. japonicaの3種類に分類されるが、
　　過年度調査との種名の統一を図るため、ここでは従来通り、ｺﾞｶｲ（Neanthes japonica)と記載した。
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              表Ⅰ―３ マクロベントス調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            表Ⅰ―４ メガロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5　　マクロベントス調査結果

調査期日：平成17年７月22日
調査方法：St.1、2はﾊﾝﾄﾞｽｺｯﾌﾟによる採泥（0.18m

2
）

　　　　　St.3、4はｴｯｸﾏﾝ･ﾊﾞｰｼﾞ型採泥器による採泥（0.1125m
2
）

単    位：個体・g(湿重量)／m
2

調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合　計
番号学名 和名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 Stenothyra edogawaensis ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 18 +   18 +   
2 Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ 9 5.16 9 2.04 18 7.20
3 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 217 1.83 124 0.98 658 3.20 999 6.01
4 LASAEIDAE ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科の一種 6 +   189 0.22 195 0.22
5 Mactra quadrangularis ｼｵﾌｷｶﾞｲ 18 1.60 18 +   36 1.60
6 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 71 1.51 71 1.51
7 Solen sp. ﾏﾃｶﾞｲ属の一種 9 0.09 9 0.09
8 Corbicula japonica ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ 67 10.67 67 10.67
9 Cyclina sinensis ｵｷｼｼﾞﾐ 9 5.96 9 5.96
10 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 6 0.33 44 2.56 196 4.09 53 0.44 299 7.42
11 Cabira pilargiformis japonica ﾆﾎﾝｶｷﾞｺﾞｶｲ 18 0.18 18 0.18
12 Sigambra tentaculata ｼｶﾞﾝﾌﾞﾗ ﾃﾝﾀｷｭﾗｰﾀ 116 0.18 116 0.18
13 Neanthes japonica ｺﾞｶｲ 428 3.61 472 7.17 9 0.18 909 10.96
14 Prionospio japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 6 +   6 +   
15 Pseudopolydora sp. ｼｭｰﾄﾞﾎﾟﾘﾄﾞﾗ属の一種 6 +   9 +   15 +   
16 Tharyx sp. ﾀﾘｯｸｽ属の一種 27 0.09 27 0.09
17 Capitella sp. ｶﾋﾟﾃﾗ属の一種 9 0.09 9 0.09
18 Heteromastus sp. ﾍﾃﾛﾏｽﾄｩｽ属の一種 6 +   18 +   240 0.98 264 0.98
19 ANTHURIDAE ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科の一種 33 0.06 39 +   72 0.06
20 Grandidierella sp. ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属の一種 22 +   36 +   58 +   
21 Crangon sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属の一種 9 0.27 9 0.27
22 Ilyoplax pusilla ﾁｺﾞｶﾞﾆ 6 0.06 6 0.06
23 DOLICHOPODIDAE ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 6 0.06 6 0.06
種類数 6 10 9 13 23
個体数／湿重量 485 4.12 1,068 22.45 428 12.19 1,255 14.85 3,236 53.61

（注）1.湿重量の｢+｣は、面積換算前の分析時にSt.1、2では0.01g/0.18m2未満、St.3、4では0.01g／0.1125m2未満であったことを示す。
　　　2.合計の欄の単位は4m

2
当たりである。

表-6　メガロベントス出現種一覧

　　　　　　　　　　　調査期日：平成17年７月22日
　　　　　　　　　　　調査方法：目視観察等

学名 和名
1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目の一種
2 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目の一種
3 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ Assiminea sp. ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ属の一種
4 ﾊﾞｲ ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ
5 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
6 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
7 Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ
8 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ
9 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra quadrangularis ｼｵﾌｷｶﾞｲ
10 ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ﾏﾃｶﾞｲ
11 ｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ
12 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Cyclina sinensis ｵｷｼｼﾞﾐ
13 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ
14 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ Laternula marilina ｿﾄｵﾘｶﾞｲ
15 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ Neanthes japonica ｺﾞｶｲ
16 節足動物 甲殻 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ
17 Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ
18 Balanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ
19 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ
20 Balanus kondakovi ﾄﾞﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ
21 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾌﾅﾑｼ Ligia exotica ﾌﾅﾑｼ
22 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Gnorimosphaeroma sp. ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ属の一種
23 ﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属の一種
24 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon sp. ｽｼﾞｴﾋﾞ属の一種
25 ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia major ｱﾅｼﾞｬｺ
26 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ
27 ｽﾅｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla ﾁｺﾞｶﾞﾆ
28 Macrophthalmus abbreviatus ｵｻｶﾞﾆ
29 Macrophthalmus japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
30 Scopimera globosa ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
31 ｲﾜｶﾞﾆ Chiromantes dehaani ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ
32 Chiromantes haematocheir ｱｶﾃｶﾞﾆ
33 Helice tridens ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ
34 Hemigrapsus penicillatus ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ
35 Parasesarma pictum ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ
36 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra pisum ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ
37 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Gymnogobius castaneus ﾋﾞﾘﾝｺﾞ
38 Gymnogobius macrognathos ｴﾄﾞﾊｾﾞ
39 Acanthogobius flavimanus ﾏﾊｾﾞ
40 Periophthalmus modestus ﾄﾋﾞﾊｾﾞ

門番号 種科目綱
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Ⅱ 川崎港底質調査 

１ 調査目的 

   本市では、平成７年度から川崎港内の底質・底生生物の状況を把握するとともに、底質が水質

に与える影響を検討することを目的に調査を実施している。 

２ 調査内容 

(1) 調査項目 

ァ 底質性状調査 

ィ 底生生物調査 

(2) 調査地点 

   図Ⅱに示す浮島沖（st.1）及び東扇島防波堤西（st.4） 

(3) 調査実施日 

平成 17 年９月９日、平成 18 年２月１日 

(4)  調査方法 

八都県市首脳会議環境問題対策委員会策定の「東京湾における底生生物調査指針」及び「東

京湾における底生生物調査指針運用マニュアル」に基づいて実施した。 

   ァ 底質性状調査 

     小型スミス・マッキンタイヤ型採泥器により海底土を採取して、性状分析を行った。 

   ィ 底生生物調査 

     小型スミス・マッキンタイヤ型採泥器により、底質を採取した。採取した底質は、１㎜目

の篩により篩い分け、その残渣をホルマリン固定して分析用試料とした。採取した底生生物

は、種類別に湿重量を測定し、可能な限り種名まで同定を行った。 

３ 調査結果 

(1) 底質性状調査 

底質性状調査結果を表Ⅱ―１に示す。粒度分布は、夏季、冬季を通して両地点とも泥質の割

合が最も高かった。両地点を比較すると、夏季、冬季を通して St.4 が St.1 に比べ砂質の割合

が高くなっていた。 

富栄養化に関係する項目のうち、底質のＣＯＤは、底質中に存在する酸化される有機物の量

を示す項目であり、一般的にＣＯＤが 30mg/g 乾泥以上になると有機汚染の傾向が強いとされ

ている。 

ＣＯＤを調査地点ごとに夏冬の値を比較すると、St.4 では夏季、冬季を通して同様な値であ

ったが、St.1 では冬季にやや高い値であった。両地点を比較すると、夏季、冬季を通して St.1

が St.4 に比べやや高い値であった。 

その他の項目について、比重は、St.4 では夏季、冬季を通して同様な値であったが、St.1

では冬季にやや低い値であった。両地点を比較すると、夏季は同様な値であったが、冬季は St.1

が St.4 に比べやや低い値であった。 

水素イオン濃度は、pH は、両地点とも夏季に低く、冬季に高い値であった。両地点を比較す

ると、夏季は同様な値であったが、冬季は St.1 が St.4 に比べやや高い値であった。 
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酸化還元電位は、両地点とも夏季に高く、冬季に低い値であった。両地点を比較すると、夏

季、冬季を通して St.1 が St.4 に比べやや高い値であった。 

乾燥減量は、両地点ともに夏季にやや低く、冬季にやや高い値であった。両地点を比較する

と、夏季、冬季を通して St.1 が St.4 に比べやや高い値であった。 

強熱減量は、St.4 では夏季、冬季を通して同様な値であったが、St.1 では冬季にやや高い

値であった。両地点を比較すると、夏季、冬季を通して St.1 が St.4 に比べやや高い値であっ

た。 

硫化物は、両地点とも夏季にやや高く、冬季にやや低い値であった。両地点を比較すると、

夏季、冬季を通して St.1 が St.4 に比べやや高い値であった。  

油分は、両地点とも夏季に高く、冬季に低い値であった。両地点を比較すると、夏季、冬季

を通して St.4 が St.1 に比べやや高い値であった。  

(2) 底生生物調査 

底生生物調査結果を表Ⅱ―２に示す。夏季に St.1 で 2 種類、2 個体/0.1 ㎡、0.01g／0.1 ㎡

未満、St.4 で 10 種類、53 個体/0.1 ㎡、1.45g／㎡採取された。 

冬季には、St.1 で 11 種類、345 個体/0.1 ㎡、9.21g／㎡、St.4 で 10 種類、197 個体/0.1 ㎡、

4.26g／㎡採取され、夏季に比べて冬季に種類数、個体数、湿重量が多くなる傾向であった。両

地点を比較すると、夏季、冬季を通して種類数、個体数、湿重量とも St.4 が St.1 に比べ多い

傾向であった。 

また、採取された底生生物の種は、富栄養化の進んだ海域によく見られる汚染に強い種類で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ 調査地点 

● st.1 

浮島沖 

● 
st.4 

東扇島防波堤西 
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表Ⅱ―１ 底質性状調査結果 

調 査 点

項　目 単 位 〔夏季調査〕 〔冬季調査〕
調査実施日 平成1 7年 9月 9日 平成1 8年 2月 1日
調査時間 － 9:00 8:57
天候 － 曇 雨
水深 ｍ 26.5 26.0
泥温 ℃ 19.6 11.0
臭気 － 硫化水素臭 硫化水素臭
外観 － シ ル ト シルト
泥色 － 黒 オリーブ黒

礫( 2 m m以上 ) ％ 0. 0 0.0
砂質(2～0 . 0 7 5 m m） ％ 0. 3 1.1
泥質 ( 0 . 0 7 5 m m以下） ％ 99.7 98.9

比重 － 2.607 2 . 5 7 2
水素イオン濃度 ( p H ) － 7 . 4 8.0
酸 化還元電位 mv -176 -35
乾 燥減量 ％ 70.9 73.7
強 熱減量 ％ 9. 0 10.4
化学的酸素要求量 ( C O D ) mg/g乾泥 22.7 25.1
全窒素( T - N ) mg/g乾泥 2.89 4.04
全燐( T - P ) mg/g乾泥 0.712 0 . 8 8 0
全有機炭素 ( T O C ) mg/g乾泥 18.4 25.3
硫 化 物 mg/g乾泥 2.00 1.15
油分 mg/g乾泥 7.1E-03 1.3E-03

調 査 点

項　目 単 位 〔夏季調査〕 〔冬季調査〕
調査実施日 平成1 7年 9月 9日 平成1 8年 2月 1日
調査時間 － 10:13 1 0 : 4 8
天候 － 曇 雨
水深 ｍ 17.5 17.3
泥温 ℃ 21.6 10.0
臭気 － 硫化水素臭 硫化水素臭
外観 － シ ル ト シルト
泥色 － オリーブ黒 オリーブ黒

礫( 2 m m以上 ) ％ 0. 6 0.6
砂質(2～0 . 0 7 5 m m） ％ 16.1 23.5
泥質 ( 0 . 0 7 5 m m以下） ％ 83.3 75.9

比重 － 2.603 2 . 6 0 9
水素イオン濃度 ( p H ) － 7 . 3 7.8
酸 化還元電位 mv - 7 8 -22
乾 燥減量 ％ 60.2 63.2
強 熱減量 ％ 7. 7 7.8
化学的酸素要求量 ( C O D ) mg/g乾泥 18.3 18.9
全窒素( T - N ) mg/g乾泥 2.16 2.10
全燐( T - P ) mg/g乾泥 0.698 0 . 6 5 6
全有機炭素 ( T O C ) mg/g乾泥 20.0 22.8
硫 化 物 mg/g乾泥 0.90 0.71
油分 mg/g乾泥 1.7E-02 1.8E-03

粒 度分布
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S t . 1  浮島沖

S t . 4  東扇島防波堤西
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               表Ⅱ―２ 底生生物調査結果 

 

調査期日：平成17年  9月  9日
調査方法：スミス･マッキンタイヤ型採泥器による採泥

【夏季】 単　　位：個体・g(湿重量)／0. 1㎡
調査点 St.1 St.4 合計

番号 門 綱 目 科 学名 和名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 3 0.05 3 0.05
2 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp. 1 +    1 +    
3 Ophiodromus sp. 5 0.05 5 0.05
4 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra tentaculata 1 +   1 +    
5 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris heteropoda 2 0.36 2 0.36
6 Lumbrineris longifolia 1 3 0.13 13 0.13
7 ﾉﾘｺｲｿﾒ Schistomeringos sp. 2 0.02 2 0.02
8 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.(A型) 1 +   3 0.01 4 0.01
9 Polydora sp. 1 +    1 +    
10 ｹﾔﾘ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides fusicola 1 9 0.71 19 0.71
11 SERPULIDAE ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 4 0.12 4 0.12

                   種類数 2 10 11
                   個体数／湿重量合計 2 +   5 3 1.45 55 1.45

注）1.湿重量の｢+ ｣は0. 0 1 g未満を示す。
　　2.合計の欄の単位は0. 2㎡当たりである。

調査期日：平成18年 2月1日
調査方法：ｽﾐｽ ･ ﾏ ｯ ｷ ﾝ ﾀ ｲ ﾔ型採泥器による採泥

【冬季】 単　　位：個体・g(湿重量)／0. 1㎡
調査点 St.1 St.4 合計

番号 門 綱 目 科 学名 和名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門 1 +   1 +    
2 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ 2 0.04 2 0.04
3 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Yokoyamaia ornatissima ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ 4 0.02 4 0.02
4 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 3 0.04 2 0.02 5 0.06
5 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp. 3 0.01 3 0.01
6 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra tentaculata 4 +   3 +    7 +    
7 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda 3 1.16 1 8 2.94 21 4.10
8 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 3 0.04 3 0.04
9 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 8 0.21 5 0.03 13 0.24
10 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys sp. 4 0.04 4 0.04
11 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia 2 0.05 4 0.06 6 0.11
12 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.(A型) 309 7.62 154 1.08 463 8.70
13 Paraprionospio sp.(CI型) 3 0.08 3 0.08
14 Spio filicornis ﾏﾄﾞｶｽﾋﾟｵ 5 0.03 5 0.03
15 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ Euchone sp. 2 +    2 +    

                   種類数 11 10 15
                   個体数／湿重量合計 345 9.21 197 4.26 542 13.47

注）1.湿重量の｢+ ｣は0. 0 1 g未満を示す。
　　2.合計の欄の単位は0. 2㎡当たりである。



 

 154 

Ⅲ 早野聖地公園内溜池水質調査 

１ 調査目的 

   早野聖地公園は、墓地と公園が一体的に整備される場所、いわゆる墓園で、環境保全型墓園を

目指し整備が進んでいる。この中には、龍ヶ谷池、上池、五郎池、林ヶ谷池、中ノ谷池、下谷池、

堤入池の７つの溜池があり、灌漑用農業用水として利用されている。また、溜池及びその周辺は、

生態系が豊かであり、市内でも自然とふれあうことのできる貴重な場所として、市民に親しまれ

ている。 

本調査は、溜池の水質及び水辺に生息する水生生物について、定期的に把握することにより、

水辺生態系を保全し、自然環境と調和した公園整備を図るための資料とする。 

２ 調査年月日 

  平成 17 年９月 14 日（水） 

３ 調査地点 

図Ⅲに示す上池、堤入池 

４ 調査項目 

水質：水温、透視度、ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、塩化物イオン、全窒素、全燐 

  生物：魚類、その他の水生生物、水生植物 

５ 調査結果 

調査結果を表Ⅲに示す。 

(1)  水質 

湖沼（天然湖沼及び貯水量 1,000 万立方メートル以上の人工湖）についての生活環境の保全

に関する環境基準を準用し比較すると、農業用水のＢ類型にｐＨは両池とも適合、ＤＯは上池

が適合、ＣＯＤは堤入池が適合、全窒素は両池とも不適合、全燐は両池とも適合であった。 

  (2) 生物 

ア 魚類 

上池及び流出水路でブルーギルを、堤入池及び流出水路ではブルーギル、ヨシノボリを確

認した。 

ブルーギルは雑食性で繁殖力も強いため、他の魚類の生息に大きい影響を与えていると考

えられる。 

   イ その他の水生生物 

     上池及び流出水路で、ヤマトクロスジヘビトンボ、カワニナ、コカゲロウ類、オタマジャ

クシ、アメリカザリガニ、ナガレアブ等を確認した。また、堤入池及び流出水路では、サワ

ガニ、アメリカザリガニ、カワニナ等を確認した。 
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（堤入池の流出水路で確認） 

 

 

 

 

図Ⅲ 調査地点 

上池

五郎池

下谷池

林ヶ池

中ノ谷池

堤入池

龍ヶ谷池

上池

五郎池

下谷池

林ヶ池

中ノ谷池

堤入池

龍ヶ谷池
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　                  表Ⅲ　水質及び生物の調査結果（経年変化）（１）
  調  査  地  点

  調  査  年  月  日 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H14.9.11 H17.9.14 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H14.9.11 H17.9.14

晴 曇 曇 晴 晴 晴 曇 曇 晴 晴
  気　   温（℃） 27.6 30.5 31.0 25.2 28.0 30.5
  水   温（℃） 8.0 18.6 19.0 24.9 16.4 26.6 23.0 26.8 5.5 17.4 19.8 22.9 17.2 23.5 23.0 25.2
  透  視  度(cm) 23 39 26 >50
  ｐ　H 7.6 6.8 6.7 6.6 7.5 6.5 7.1 7.1 7.4 7.3 6.9 6.5 7.0 6.4 6.6 6.6
  D　O(㎎/L) 11.8 5.8 4.1 6.8 6.6 8.9 4.9 6.0 14.0 4.9 4.8 6.6 5.0 5.8 5.9 3.4
  B　O　D(㎎/L) 0.7 3.4 1.6 0.7 1.4 1.4 1.4 2.0 0.1 0.8 0.8 0.5 0.9 0.8 1.0 0.9
  C　O　D(㎎/L) 5.0 11.0 9.6 8.2 7.4 7.8 8.7 7.7 3.4 6.4 4.2 8.2 3.8 5.4 6.6 4.3

　全　窒　素(㎎/L) 1.1 1.6 0.73 2.8 0.9 3.5 2.5 1.5 1.6 3.2 3.7 4.0 2.1 3.8 3.5 2.0

　全　　燐(㎎/L) ＜0.005 0.037 0.017 0.038 0.010 0.030 0.089 0.060 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.033 0.006 0.008 0.025 <0.05

  塩　化　物　イ　オ　ン(㎎/L) 10 9 11 8 22 11 9 12 10 14
オオクチバス ● ●

ドジョウ ● ●
ブルーギル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ヨシノボリ ● ● ●
赤色ユスリカ ● ●

アメリカザリガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イトトンボ（ヤゴ） ● ● ● ●
ｳｼｶﾞｴﾙ（ｵﾀﾏｼ゙ｬｸｼ含む） ● ● ● ●

カワニナ ● ● ● ● ● ●
コカゲロウ ● ● ●

コマツモムシ ●

サワガニ ● ● ●
ナガレアブ ●

フタバカゲロウ ●
ヘビトンボ ● ●

ホソカ ●

ミズムシ ● ● ● ●
ヤゴ ●

ヤマトンボ（ヤゴ） ●
ヤマトンクロスジ ●

ユスリカ ● ●

ヒシ ● ●
ボタンウキクサ ●

（●印が調査により確認された生物）
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　                                   表Ⅲ　水質及び生物の調査結果（経年変化）（２）

  調  査  地  点

  調  査  年  月  日 H8.8.20 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H15.9.7 H10.8.20 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H15.9.7 H8.8.20 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H15.9.7

晴 曇 曇 晴 晴 曇 曇 晴 晴 曇 曇 晴
  気　   温（℃） 25.9 28.0 32.4 29.0 27.3 29.0
  水   温（℃） 25.9 5.6 18.3 19.7 23.6 17.3 23.7 24.5 27.5 7.3 19.3 20.3 24.0 18.1 25.8 28.0 27.4 8.0 17.3 19.7 25.2 14.8 25.0 29.0
  透  視  度(cm) >50 >50 33
  ｐ　H 7.5 7.7 7.2 6.8 6.7 6.8 6.7 6.6 8.0 7.8 7.3 6.9 6.9 7.2 6.2 7.5 9.2 7.8 7.0 7.2 6.5 8.7 7.3 7.8
  D　O(㎎/L) 5.0 13.0 7.4 5.3 5.5 6.3 6.2 6.1 7.7 13.4 6.0 4.7 7.0 7.5 6.7 11.3 12.5 12.2 2.6 7.1 7.9 12.1 8.5 8.6
  B　O　D(㎎/L) 0.1 0.8 0.8 0.4 0.8 0.6 1.1 0.8 2.1 2.1 2.8 2.8 0.8 2.0 1.1 2.5 21 1.4 3.1 1.7 0.5 3.2 0.7 2.3
  C　O　D(㎎/L) 4.0 2.8 5.2 4.8 7.2 4.8 4.9 4.1 3.1 5.2 6.0 7.6 7.0 6.6 4.7 5.4 32 5.2 10 7.0 6.4 9.2 5.0 6.5
　全　窒　素(㎎/L) 1.4 1.4 1.2 1.4 3.5 1.3 1.5 0.75 0.3 1.1 1.6 1.2 2.4 1.9 2.2 0.37 1.5 1.2 2.1 2.2 3.6 1.3 3.1 0.56
　全　　燐(㎎/L) ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.005 0.13 ＜0.005 0.006 <0.005 0.014 ＜0.005 0.009 0.048 0.047 0.026 0.020 <0.005 0.085 0.015 0.055 0.029 0.059 0.066 0.009 0.005

  塩　化　物　イ　オ　ン(㎎/L) 9 13 14 14 11 10 12 14 10 11 11 46
オオクチバス ● ● ● ●
コイ ● ●
稚魚 ●

フナ ● ●
ブルーギル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
メダカ ●

モツゴ ● ●
ヨシノボリ ● ● ● ●

赤色ユスリカ ● ● ● ●
アメリカザリガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
イトトンボ（ヤゴ） ● ●

イトミミズ ● ●
オタマジャクシ ● ● ● ● ● ● ●
オナシカゲロウ ● ● ●

オナシカワゲラ ● ● ● ● ● ● ● ●
オニヤンマ（ヤゴ） ● ● ● ● ● ●
カ ● ●

ガガンボ ●
カゲロウ ● ●
カワニナ ● ● ●

コシアキトンボ（ヤゴ） ● ● ●
サカマキガイ ●
タマリフタバカゲロウ ●

ナガレアブ ●
プラナリア ● ● ●
ヘビトンボ ● ● ● ● ●

ミズムシ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ヤゴ ● ●
ユスリカ ● ● ● ● ● ●
コカナダモ ● ● ● ● ● ●
ショウブ ●

ヒシ ● ● ● ●
ヒシの実 ●
ボタンウキクサ
ヨシ ●

（●印が調査により確認された生物）
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　                    表Ⅲ　水質及び生物の調査結果（経年変化）（３）

  調  査  地  点

  調  査  年  月  日 H8.8.20 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H13.9.13 H16.9.15 H8.8.20 H9.2.25 H9.5.20 H9.9.24 H10.9.16 H11.10.19 H12.9.20 H13.9.13 H16.9.14

晴 曇 曇 曇 晴 晴 曇 曇 曇 晴
  気　   温（℃） 29.4 25.6 26.0 33.2 25 .6 24.0
  水   温（℃） 23.8 7.4 17.9 19.4 24.9 16.7 28.6 24 .0 27.1 24.4 5.5 17.2 18.8 23.9 14.6 23.8 23 .0 23.3
  透  視  度(cm) 31 47 33 .5 13
  ｐ　H 7.8 8.3 7.3 6.9 6.7 7.0 7.4 6.3 7.4 7.5 7.5 7.1 6.6 6.9 7.1 6.7 6.2 7.0
  D　O(㎎/L) 7.1 15.0 4.5 4.6 8.9 9.0 9.2 4.2 7.0 2.9 14.0 1.3 3.6 6.3 7.8 3.1 2.1 2.4
  B　O　D(㎎/L) 1.7 0.9 1.0 2.5 2.7 3.6 2.2 1.4 2.4 0.8 1.0 1.0 1.3 1.9 10 1.4 1.9 0.9
  C　O　D(㎎/L) 4.0 5.2 5.6 10.4 12.6 9.0 7.9 7.6 10.0 8.6 6.4 10 6.4 6.2 16 6.2 6.0 7.4
　全　窒　素(㎎/L) 0.1 0.24 0.81 1.0 2.5 1.2 2.9 2.2 1.6 2.2 0.70 2.9 2.1 2.3 3.5 1.9 1.7 2.8
　全　　燐(㎎/L) 0.046 <0.005 0.021 0.038 0.062 0.024 0.050 0.048 0.048 0.016 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.032 0.018 0.020 0.019 0.082

  塩　化　物　イ　オ　ン(㎎/L) 9 9 11 13 29 10 10 12 12 29
コイ ● ● ● ●
稚魚 ●
フナ ● ● ● ●
ブラックバス ● ●

ブルーギル ● ● ● ● ● ● ● ●
メダカ ● ● ● ● ●
モツゴ ● ● ●
ヨシノボリ ● ●

赤色ユスリカ ● ● ● ● ●
アメリカザリガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
イトトンボ（ヤゴ） ●
イトミミズ ● ● ●

ｳｼｶﾞｴﾙ（ｵﾀﾏｼﾞｬｸｼ含む） ● ● ● ● ●
オタマジャクシ ● ● ● ● ●
カワゲラ ●

カワニナ ● ● ● ● ●
ギンヤンマ（ヤゴ） ● ●
コカゲロウ類（幼虫） ●
コシアキトンボ（ヤゴ） ● ●

コマツモムシ ●
サカマキガイ ●
スジエビ ●
タマリフタバカゲロウ ●

ハイイロゲンゴロウ ●
ヒメアメンボ ●
マシジミ ●
マツモムシ ●

ミズムシ ● ● ● ● ●
ヤゴ ●
アシ ● ● ●
オオカナダモ ● ● ● ● ●

ショウブ ●
ヒシ ● ●
ヒシの種子 ● ●

ホテイアオイ ● ● ●
ミゾソバ ●
ヨシ ● ● ●

（●印が調査により確認された生物）
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Ⅳ 川崎市河川水質実態解明調査（概要） 

１ 調査目的 

   本市が河川水質の環境目標としている有機汚濁指標（ＢＯＤ、ＣＯＤ）は、近年改善されてい

るが、低濃度域での差が生じており、ＣＯＤの環境目標値達成が難しい状態にある。本調査は、

この原因を究明し、今後の改善対策の資料とするため行なったものである。 

２ 調査内容 

  調査は、「通常河川調査」、「詳細河川調査」、「既存資料調査」の 3 つの調査を実施し、それら

の結果から総合的な解析を行った。 

(1) 通常河川調査 

通常河川調査は、表１及び図１に示す 10 河川（９河川＋１支川）から 20 地点を選定し、春

季、夏季、秋季及び冬季の４季に、水質６項目（ｐＨ、ＤＯ、ＳＳ、ＢＯＤ、ＣＯＤ及びＴＯ

Ｃ）の調査を行った。 

(2) 詳細河川調査 

詳細河川調査は、表２及び図２に示す平瀬川及び支川を対象として 20 地点を選定し、夏季及

び冬季の２季に、水質８項目（ｐＨ、ＤＯ、ＳＳ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＴＯＣ、ＤＯＣ（溶存有

機炭素）及びＤＯＭ（溶存有機物））の調査を行った。 

(3) 既存資料調査 

既存資料調査については、「河川の状況把握」、「下水処理場の特性把握」、「難分解性有機物

の研究」を目的として、既存資料や文献等の収集整理を行った。 

「河川の状況把握」は川崎市内、神奈川県内、東京都内を流れる河川を対象としてＢＯＤ及

びＣＯＤの経年変化を整理するとともに、対象とした河川の流域の状況についても併せて整理

した。 

「下水処理場の特性把握」は、川崎市内の下水処理場を対象として、各処理場の処理方式と

処理特性、現状の処理水質等について整理した。 

「難分解性有機物の研究」は、難分解性のＤＯＭ（溶存有機物）に関する研究報告等を収集

し、内容を整理した。 

３ 調査結果 

(1) 通常河川調査  

ｐＨは全域で 4 季を通して、7.0～9.2 の範囲を示し、春季や夏季にやや高くなる傾向がみら

れるが、有馬川、矢上川の一部の地点を除き、大きな変動はみられない。  

ＤＯは地点により濃度差や季節変動の傾向も大きくことなり、全域では 4 季と通して 1.9～

16.4mg/L の範囲を示し、地点間の濃度差は夏季に最も大きくみられた。矢上川最上流部、有

馬川最上流部では 4 季を通して、他の地点に比べ低い値を示していた。  

ＳＳは麻生川、真福寺川、矢上川の最上流、三沢川、渋川等の一部の地点を除き、季節変動

は小さく、4 季を通して概ね 5mg/L 以下の値で推移していた。  

ＢＯＤは河川上流部では季節変動が大きく、4 季を通して中流部や下流部に比べ高い値を示

す傾向がみられた。中流部や下流部の地点では多少の変動はあるものの概ね 2～5mg/L 程度の
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値を示していた。  

ＣＯＤはＢＯＤとほぼ同様な季節変動を示し、最上流部では 4 季を通して、中流部や下流部

に比べ高い値を示す傾向がみられた。中流部や下流部の地点では多少の変動があるものの概ね

2～7mg/L 程度の値を示していた。  

ＴＯＣはＢＯＤ、ＣＯＤとほぼ同様な季節変動を示し、最上流部では 4 季を通して、中流部

や下流部に比べ高い値を示す傾向がみられた。中流部や下流部の地点では多少の変動があるも

のの概ね 2～6mg/L 程度の値を示していた。  

ＢＯＤとＣＯＤの関係は河川最上流部ではＢＯＤが高く、中流部や下流部ではＣＯＤが高い  

値を示す傾向がみられた。 

(2) 詳細河川調査 

 ア 水質状況 

ｐＨは全域では夏季 7～9 程度、冬季 7～8 程度の値を示し、夏季にやや高くなる傾向がみ

られるが、変化は小さい。また、上流部から下流部への変化も小さい。  

ＤＯは全域では夏季 5～13mg/L 程度、冬季 8～13mg/L 程度の値を示し、夏季に比べ冬季

に高い値を示す傾向がみられた。夏季、冬季ともに支川の本川との合流地点手前で濃度が高

くなっていた。また、冬季は上流部に比べ、下流部で高い値を示す傾向がみられた。 

ＳＳは一部の地点を除き、夏季、冬季ともに 3mg/L 以下の値を示した。 

ＢＯＤは全域では夏季 0.6～3.7mg/L、冬季 1.6～8.7mg/L の値を示し、概ね夏季に比べ冬

季に高くなる傾向がみられた。特に、冬季の本川最上流部や支川の一部の地点では非常に高

い値を示した。  

ＣＯＤは全域では夏季 2.0～4.1nmg/L、冬季 2.3～6.1mg/L の値を示し、本川の最上流部

や支川の一部の地点で冬季に高くなる傾向がみられたが、その他の地点では夏季と冬季によ

る差はほとんどみられなかった。  

ＴＯＣは全域では夏季 1.1～2.0mg/L、冬季 1.3～2.5mg/L の値を示し、季節変動はＢＯＤ、

ＣＯＤとほぼ同様な傾向がみられた。  

ＤＯＣは濃度や変化傾向のいずれもＴＯＣとほぼ同様であり、ＴＯＣとの濃度差はほとん

どみられなかった。 

ＢＯＤとＣＯＤの関係は本川及び支川最上流部や支川の一部の地点ではＢＯＤが高く、そ

の他の地点ではＣＯＤが高い値を示す傾向がみられた。  

ＤＯＭは夏季調査では St.103 で疎水性中性物質の値が最も高くなっていたが、St.111、120

は疎水性酸、親水性酸の値が高く St.103 とは違う傾向がみられた。冬季調査では St.101、

St.120 で疎水性酸、親水性中性物質の濃度が高く、両地点は同じ傾向を示したが、St.103、

111、113、116 では疎水性酸、親水性酸、塩基、親水性中性物質がほぼ同じ程度の濃度を示

し（疎水性中性物質が非常に少ない）いずれの地点も同様な傾向を示した。St.119 は、St.103

らに比べて疎水性中性物質の濃度が高いという特徴がみられた。  

イ 有機物（ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＴＯＣ及びＤＯＣ）の変化  

濃度変化は上流部から下流部にかけての変化をみると、本川は、いずれの項目も上流部を
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除けば、夏季、冬季で濃度に大きな違いはなくＣＯＤが最も高く、ＢＯＤ、ＴＯＣ及び  

ＤＯＣはほぼ同じ程度の値を示した。ＣＯＤは上流部から中流部にかけて徐々に低下し、中

流部から下流部にかけて再び濃度が高くなる傾向がみられ、ＢＯＤは濃度は高くないものの、

変動が大きく明確な傾向がみられない。ＴＯＣ、ＤＯＣはＣＯＤ、ＢＯＤと比べると変動が

少なく、上流から下流までほぼ一様な値を示した。支川は、いずれの項目も上流部から中流

部にかけて濃度が高くなり、中流部から下流部にかけて再び濃度が低下する傾向がみられ、

特にＢＯＤ、ＣＯＤではその傾向が顕著であった。ＴＯＣ、ＤＯＣは中流部でやや濃度が高

くなるもののほぼ一様な値を示した。  

ＢＯＤとＣＯＤ負荷量変化は本川では下流部に向かって徐々にＢＯＤ、ＣＯＤ負荷量のい

ずれも増加するが、下流部に向かうに従って、徐々にＢＯＤとＣＯＤの負荷量の差は大きく

なっていた。 

ＢＯＤとＣＯＤの比率は本川上流部や支川で高く、本川の中流部から下流部では比率が低

くなる傾向がみられた 

(3) 既存資料調査                   

 ア 河川の状況把握 

  (ｱ) 市内河川   

     環境目標の状況は川崎市内の 11 河川（12 地点）におけるＢＯＤ及びＣＯＤの状況につ

いて、年間 75％値と目標値の比較した結果、Ｂ目標(ＢＯＤ,ＣＯＤ8mg/L 以下)、Ｃ目標  

(ＢＯＤ,ＣＯＤ10mg/L 以下)が設定されている河川では、いずれも目標値を満足している

ものの、ＡＡ目標（ＢＯＤ3mg/L 以下、ＣＯＤ5mg/L 以下）、Ａ目標（ＢＯＤ,ＣＯＤ5mg/L

以下）が設定されている河川では、ＢＯＤが目標値を満足し、ＣＯＤが目標値を満足でき

ない場合やＢＯＤ、ＣＯＤともに目標値を満足できない場合もみられた。目標値の違いに

かかわらず、いずれの調査地点においてもＢＯＤに比べＣＯＤが高い値を示していた。  

年間平均値による過去からの変遷は昭和 49 年度～平成 16 年度までの変遷をみると、地

点により多少の変動があるものの、全体的な変化傾向としては、ＢＯＤ、ＣＯＤはいずれ

も過去から現在にかけて徐々に濃度が低下し、平成 10 年度以降はぼほ横這であった。ま

た、調査地点による違いがあるものの昭和 49 年度～平成 6 年度までは、概ねＣＯＤに比

べＢＯＤが高い値を示したが、平成 7 年度以降は反対に、ＢＯＤに比べＣＯＤが高い値を

示していた。 

  (ｲ) 川崎市以外の河川 

川崎市以外の河川の選定は表３のとおりである。  

都市型河川の水質は神田川、日本橋川、妙正寺川、入江川、帷子川、大岡川、宮川及び

侍従川の計 8 河川は、昭和 49～54 年までの状況をみるとＢＯＤ、ＣＯＤともに濃度が高

くなっているものの、ＢＯＤとＣＯＤの差は濃度の高さに比べるとそれほど大きくはない。

しかし、平成 10 年以降でみると、ＢＯＤ、ＣＯＤの濃度は大きく低下し、水質が改善さ

れていることは明瞭であるが、その濃度に比べてＢＯＤとＣＯＤには明らかな差がみられ、

市内河川と同様の傾向となっている。  
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自然豊かな地域を流れる河川の水質は日原川、平井川、秋川、北秋川、養沢川の 5 河川

は、昭和 49～54 年までの状況をみてもＢＯＤ、ＣＯＤの濃度は低く、平成 10 年以降では、

さらに濃度が低下しＢＯＤ、ＣＯＤともに 1mg/L 以下の非常に良好な状況となっていた。

良好な水質であり、濃度差として考える状況ではないものの、やはりＢＯＤに比べＣＯＤ

が高い値を示す傾向がうかがえる。 

多摩川の上流部から河口部までの状況をみると、上流部は自然豊かな地域を流れる河川

と、中流部から河口部にかけては都市型河川と同様な傾向がみられた。鶴見川の中流部か

ら河口部までの状況をみると、ＢＯＤは中流部で高く、河口部で低い値を示している。Ｃ

ＯＤは中流部ではＢＯＤと同じ程度の値を示しているものの、河口部までほぼ一様な値で

あり、結果として河口部ではＢＯＤに比べＣＯＤが高い値となっている。  

   イ 下水処理場の特性把握 

(ｱ)   下水道の整備状況 

    下水道普及率は川崎市内各区の下水道普及率は平成 7 年頃までは大幅な増加がみられ、

それ以降は徐々に増加し平成 16 年度末では川崎区 100％、幸区 99.9％、中原区 99.0％、

高津区 98.5％、宮前区 99.1％、多摩区 97.7％、麻生区 97.6％、市全域で 98.8％であった。

また、各水処理センターの処理区域別の下水道普及率は平成 17 年 3 月末現在、面積普及

率は入江崎 99.9％、加瀬 97.1％、等々力 93.0％、麻生 81.0％、全体 92.8％、人口普及率

は入江崎 99.9％、加瀬 99.3％、等々力 98.2％、麻生 97.6％、全体 98.8％であり、面積普

及率は麻生でやや低くなっているが、人口普及率ではほぼ 100％近くなっている。  

水洗化率は下水道に接続している割合としての水洗化率は、下水道普及率と同様に平成

７年頃までは大幅な増加がみられ、それ以降は徐々に増加し平成 16 年度末では川崎区

100％、幸区 99.8％、中原区 98.8％、高津区 95.2％、宮前区 97.1％、多摩区 94.4％、市

全域で 94.8％であった。  

  (ｲ) 下水処理場の概要 

    川崎市内の下水処理場は入江崎水処理センター、加瀬水処理センター、等々力水処理セ

ンター、麻生水処理センターの４つである。このうち、川崎市内河川に処理水を放流して

いるのは、加瀬水処理センター（矢上川）、麻生水処理センター（麻生川）であり、加瀬

水処理センターの排除方式は合流式（一部分流式）で、処理方式は「嫌気好気活性汚泥法、

標準活性汚泥法」、麻生水処理センターは分流式で、「標準活性汚泥法（一部、担体利用・

嫌気-無酸素-好気法）」である。 

  (ｳ) 放流水質 

     加瀬水処理センターの平成 16 年度実績は、北系ＢＯＤ4.4mg/L、ＣＯＤ8.0mg/L、南系

ＢＯＤ2.0mg/L、ＣＯＤ6.1mg/L、麻生水処理センターの平成 16 年度実績はＢＯＤ2.1mg/L、

ＣＯＤ7.4mg/L で、両施設とも処理方式として浮遊生物を利用した活性汚泥法を主として

いることから、ＢＯＤの放流水質に比べＣＯＤが高くなっていると思われる。  

   ウ 難分解性の DOM（溶存有機物）の研究 

   複数の研究課題のうち、主に「湖水中に蓄積する難分解性有機物の発生原因の解明 起源
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の明白なＤＯＭ発生源水の特性」に関する内容について整理した。  

＜溶存有機物の分類（5 分画）＞ 

①疎水性酸：いわゆるフミン物質。天然水中の溶存有機物の 30～80％を占めるといわれる。

フミン酸、フルボ酸 

②疎水性中性物質：炭化水素、オキソ化合物、鎖状アルキルスルホン酸エステルなど 

③塩基物質：芳香族アミン、タンパク質、アミノ酸、アミノ糖など 

④親水性酸：糖酸、脂肪酸、ヒドロキシ酸、アミノ酸など 

⑤親水性中性物質：オリゴ糖類、多糖類など 

＜湖水、流入河川水、起源の明白な流域水のＤＯＭ特性＞ 

霞ヶ浦を対象として、①霞ヶ浦湖水、②霞ヶ浦に流入する主要河川水（10 河川）、霞ヶ浦

流域内の③森林渓流水、④畑地浸透水、⑤田面流入水（水田への流入水）、⑥田面流出水（水

田からの流出水）、⑦生活雑排水、⑧下水処理水をサンプルとし、さらに、湖内由来のサンプ

ルとして⑨ヨシ・アシ繁茂池水、アオコを形成する典型的なラン藻類である⑩ミクロキステ

ィス培養後の培地の水、10 種類のサンプルを 5 分画し、各分画のＤＯＣ（溶存有機炭素）濃

度を測定して、5 分画の組成等について検討した結果、いずれの水も疎水性酸（フミン物質）

と親水性酸が卓越しており、湖水や流入河川水（10 河川平均）、霞ヶ浦流域からの水に含ま

れる溶存有機物の大部分が有機酸であった。フミン物質と親水性酸の比率については、森林

渓流水や畑地浸透水ではフミン物質が卓越し、河川水はフミン物質と親水性酸が同じ程度、

湖水、生活雑排水、下水処理水及びヨシ・アシ繁茂池水では親水性酸が卓越している。  

＜易－難分解性によるＤＯＭ特性＞ 

湖水、流入河川水及び起源の明白な流域水を対象とした 10 種類のサンプルを 100 日間（条

件：20℃、暗所）の生分解試験実施した後の水についても、生分解を実施しない場合と同様

に、フミン物質と親水性酸が卓越する傾向がみられた。 

また、各サンプルについて 100 日間生分解試験実施後のＤＯＭ分解率（ＤＯＣ濃度で検討）

は、湖水 11.7％、流入河川水 27.6％、下水処理水 18.1％、森林渓流水 6.3％、畑地浸透水 12.4％、

生活雑排水 65.7％、ヨシ・アシ繁茂池水 44.9％、ミクロキスティス培養後培地 44.9％、そ

の他田面流入水が約 22％、田面流出水が約 27％であり、森林渓流水の分解率が低く、生活

雑排水の分解率が非常に高くなっていた。  

 ４ まとめ 

(1) 市内河川水の起源 

平瀬川の水の起源について検討した結果、平瀬川の最上流部（St.101）と最下流部（St.120）

の 2 地点は異なった傾向を示したが、その他の中・下流域の地点は、難分解性の DOM の研究

で使用した起源な明白な水のうちの「生活雑排水」との類似性がみられる。川崎市内の都市型

河川である平瀬川の水と霞ヶ浦流域の水といった、まったく異なった地域の水を比較している

という点に留意する必要があるものの、平瀬川の水の起源は「生活雑排水」に近いものである

と考えられ、反対に森林渓流水や畑地浸透水といった自然的発生源に近い水との類似性が低い

ことが分かった。平瀬川流域は自然的土地利用が比較的多く、流域内の下水道普及率（水洗化
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率）は 95％以上と高いが、河川への水の供給源は生活雑排水によるものと考えられる。平瀬川

以外の市内河川における流域の状況等を平瀬川と比較すると、いずれの河川の下水道普及率

（水洗化率）に大きな違いがなく、自然的土地利用が占める割合が高い河川もみられるが利用

形態に大きな違いがないことから、平瀬川と同様の傾向を示すことが想定される。  

(2) 難分解性物質の存在 
難分解性のＤＯＭの存在については、既存研究の整理結果のとおり、100 日間の生分解試験

により確認されており、川崎市内の河川水の主な起源と考えられる「生活雑排水」の分解率 

（ＤＯＣ濃度を指標とする）は約 66％であり、生物的に分解されやすい水であることが分かる。

しかしながら、川崎市内河川の水は短時間で流下し、滞留時間が短いこと、さらに、平瀬川の

調査結果において、ＤＯＣは多少の変動はあるものの上流部から下流部までほぼ同じ程度の値

で推移していることが、確認でき、川崎市内の河川水では流下過程において 100 日間の生分解

試験の結果のような高い分解率は得られないと思われる。したがって、河川を流下する時間で

は生物的に分解されにくい（難分解性）物質が多く存在し、その結果的としてＣＯＤとＢＯＤ

の濃度差が生じていることが考えられる。  
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表１ 通常河川調査地点 

地点番号 水域名 河川名 調査位置 

St.1 片平川 最上流部 

St.2 麻生川 最上流部 

St.3 真福寺川 最上流部 

St.4 麻生川 麻生水処理センター排水口上流部 

St.5 麻生川 耕地橋（麻生水処理センター排水口下流部） 

St.6 

鶴見川 

真福寺川 水車前橋 

St.7 三沢川 最上流部 

St.8 五反田川 最上流部 

St.9 二ヶ領本川 南橋 

St.10 五反田川 追分橋 

St.11 二ヶ領本川 堰前橋 

St.12 平瀬川（支川） 最上流部 

St.13 平瀬川 最上流部 

St.14 平瀬川 中之橋 

St.15 

多摩川 

平瀬川 平瀬橋（人道橋） 

St.16 矢上川 最上流部 

St.17 有馬川 最上流部 

St.18 矢上川 日吉橋 

St.19 矢上川 加瀬水処理センター排水口上流部 

St.20 

鶴見川 

矢上川 加瀬水処理センター排水口下流部 
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                     図１ 通常河川調査地点 
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「○：測定計画河川調査地点」の地点番号と名称

測1 一の橋 測2 堰前橋 測3 耕地橋測4平瀬橋（人道橋） 測5 水車橋前

「●：市計画河川調査地点」の地点番号と名称

凡 例

通 常 河 川 調 査 地 点：

下水処理場排水口位置：

対象河川（川崎市域内）：

対象河川（川崎市域外）：
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表２ 詳細河川調査地点 

地点番号 水域名 河川名 調査位置 

St.101 最上流部(宮前区菅生 3 丁目 16 番地先) 

St.102 

平瀬川 

（本川） 支川合流前(宮前区菅生 1 丁目) 

St.103 麻生区東百合ヶ丘 2 丁目 8 番地先 

St.104 多摩区長沢 4 丁目 41 番地先(無名橋) 

St.105 多摩区長沢 4 丁目 4 番地先(無名橋) 

St.106 多摩区長沢 3 丁目 4 番地先(流入河川合流前の無名橋) 

St.107 多摩区長沢 2 丁目 6 番地先(流入河川合流後) 

St.108 多摩区長沢 2 丁目 1 番地先(流入河川合流前の無名橋) 

St.109 下長沢橋(宮前区菅生 2 丁目) 

St.110 白羽毛橋(宮前区菅生 1 丁目) 

St.111 

平瀬川 

（支川） 

堰前橋(宮前区菅生 1 丁目) 

St.112 支川合流後(宮前区初山 1 丁目) (市計画地点：20) 

St.113 川端橋(宮前区初山 1 丁目) 

St.114 榊橋(宮前区神木本町 1 丁目) 

St.115 殿下橋(人道橋) (宮前区神木本町 3 丁目) 

St.116 前橋(高津区上作延) 

St.117 中之橋(高津区下作延) 

St.118 二ヶ領用水合流前(無名橋) (高津区久地) 

St.119 新久地橋(高津区久地) 

St.120 

多摩川 

平瀬川 

（本川） 

平瀬橋(人道橋) (高津区久地) (測定計画地点：測 3) 
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                         図２ 詳細河川調査地点
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（平瀬川本川･支川）
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詳 細 河 川 調 査 地 点：



 

 169 

表３ 調査対象とした川崎市以外の河川 

対象河川 
選定の条件 

水系 河川名 調査地点名 

神田川 和田見橋、一休橋、柳橋  計 3 地点 

日本橋川 西河岸橋  計 1 地点 

東京都内河川 

（神田川水系） 

妙正寺川 落合橋  計 1 地点 

入江川 入江橋  計 1 地点 

帷子川 水道橋  計 1 地点 

大岡川 清水橋  計 1 地点 

宮川 瀬戸橋  計 1 地点 

川崎市内河川と同

様な都市型河川 

横浜市内河川 

侍従川 平潟橋  計 1 地点 

日原川 氷川小橋  計 1 地点 

平井川 多西橋  計 1 地点 

秋川 上日向橋、沢戸橋、東秋川橋 
  計 3 地点 

北秋川 西川橋  計 1 地点 

自然豊かな地域を

流れる河川 

多摩川水系 

養沢川 新橋  計 1 地点 

多摩川水系 多摩川 和田橋、調布橋、永田橋、拝島橋、日野

橋、関戸橋、是政橋、多摩川原橋、第三

京浜多摩川橋、田園調布堰上、大師橋  
計 11 地点 

川崎市内を流れる

一級河川（大規模河

川） 

鶴見川水系 鶴見川 千代橋、亀の子橋、大綱橋、末吉橋、臨
港鶴見川橋  計 5 地点 

計 15 河川 33 地点 
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Ⅴ 湧水地整備に伴う水質調査 

 １ 調査目的 

   湧水地は地下水が地表に現れる最初の場所で、地下水の量や質の状態を把握できる場所であり、

市民にとって貴重な水辺です。また、希少な生物も育んでいます。 

   市民の方が地下水に親しんでもらえるよう保護整備を進めるに伴い、希少生物の水環境を調査

することにより、地下水質についても享受する。 

 ２ 整備地点 

  (1) 生田緑地内湧水地（岡本太郎記念館前） 多摩区枡形７－１－５（位置図－１） 

  (2) 高津区市民健康の森内湧水地      高津区野川４１１  （位置図－２） 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

位置図－１ 

 

 
                    位置図－２ 

 

整備地点 

整備地点 

橘小学校 

第三京浜 
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３ 整備完了状況 

(1) 生田緑地内湧水地（岡本太郎記念館前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 高津区市民健康の森内湧水地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 水質調査結果 

(1) 調査機関及び試料採取日 

   平成１８年２月２３日 晴 

   公害研究所水質研究担当 

   公害部環境対策課 

  (2) 調査項目 

   地下水の水質汚濁に係る環境基準２６項目及び一般水質項目の水温、外観、ＰＨ、電気伝導度、

溶存酸素の５項目。 

  (3) 調査結果 

生田緑地湧水地、高津市民健康の森内湧水地において、地下水の水質汚濁に係る環境基準２６

項目はすべて環境基準に適合していた。また、一般水質項目に関しても異常は認められなかっ

た。 

調査結果については、表１に示す。 
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表１ 調査結果 
測定値 項    目 

環境基準＊1 
高津区市民健康

の森内湧水地 

生田緑地内湧水

地 

水温（℃） － 10.3 10.7 

外観 － 無色透明 無色透明 

PH － 7.4 7.5 

電気伝導度（ms／m） － 26 11 

溶存酸素（mg／L） － 8.5 8.3 

カドミウム（mg／L） 0.01 以下 ＜0.001 ＜0.001 

全シアン（mg／L） 
検出されないこと。 不検出＊2 不検出＊2 

鉛（mg／L） 0.01 以下 ＜0.005 ＜0.005 

六値クロム（mg／L） 0.05 以下 ＜0.02 ＜0.02 

砒素（mg／L） 0.01 以下 ＜0.005 ＜0.005 

総水銀（mg／L） 0.0005 以下 ＜0.0005 ＜0.0005 

アルキル水銀（mg／L） 検出されないこと。 － － 

PCB（mg／L） 
検出されないこと。 不検出＊3 不検出＊3 

ジクロロメタン（mg／L） 0.02 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

四塩化炭素（mg／L） 0.002 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

１、2-ジクロロエタン 0.004 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

1、1-ジクロロエチレン（mg／L） 0.02 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

シス-1、2-ジクロロエチレン（mg／L） 0.04 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

1、1、1-トリクロロエタン（mg／L） 1 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

1、1、2-トリクロロエタン（mg／L） 0.006 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

トリクロロエチレン（mg／L） 0.03 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

テトラクロロエチレン（mg／L） 0.01 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

1、3-ジクロロプロペン（mg／L） 0.002 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

チウラム（mg／L） 0.006 以下 ＜0.0006 ＜0.0006 

シマジン（mg／L） 0.003 以下 ＜0.0003 ＜0.0003 

チオベンカルブ（mg／L） 0.02 以下 ＜0.002 ＜0.002 

ベンゼン（mg／L） 0.01 以下 ＜0.0002 ＜0.0002 

セレン（mg／L） 0.01 以下 ＜0.002 ＜0.002 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素（mg／L） 10 以下 7.4 2.1 

ふっ素（mg／L） 0.8 以下 ＜0.1 ＜0.1 

ほう素（mg／L） 1 以下 ＜0.02 ＜0.02 

＊１ 環境基準とは、環境庁告示第１０号（平成９年３月１３日）に掲げる「地下水の水質汚濁に係

る環境基準」をいう。 

＊２ 0.1mg/L 未満 

＊３ 0.0005mg/L 未満 
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Ⅵ 公害研究所における調査研究概要 

１ 川崎市内河川の親水施設調査結果（2005）  

  今回の親水施設の水質及び水生生物調査は、「川崎市河川水質管理計画」の親水施設利用目

的別指針に基づき、市内河川に設置されている親水施設を評価すると共に親水機能の在り方

を検討することを目的としている。川崎市内の親水施設のうち９地点で水温、水深、流速、

透視度、pH など９項目の水質検査を行い、３地点で魚類、水草、底生動物の生物調査を実施

した。水質調査結果より親水施設利用目的別指針値への適合状況は、平瀬川下長沢橋、平瀬

川初山水路が指針Ⅱに、その他の７地点は指針Ⅲになった。昨年の調査結果と比較して三沢

川上流下村橋、平瀬川柳橋が指針Ⅱから指針Ⅲへ下った。水質の評価が低くなった地点では

BOD、COD が高い値、DO が低い値であり、下村橋では透視度も低下していた。これらの改善

をしていく必要があると考えられる。生物調査より求めた ASPT 値（科ごとの生息環境を表

すスコア値をもとに算出された各地点の生息環境を表す。）により生息環境と水質を評価し

た。前回調査を行った 2002 年度と比較して、平瀬川初山水路の ASPT 値は少し低下したが３

地点の中では最も高く生物層は豊かであった。また宮内は前回より高い値になっていた。今

年度から調査を開始した下長沢橋の ASPT 値は３地点の中では最も低い値となった。 

２ 多摩川河口干潟の生物調査結果（2005） 

本調査は、四季の変化による生物分布の変化を把握することにより、生息域保全のための

基礎資料を得ることを目的として東京湾奥部に残る数少ない干潟の一つである多摩川河口

干潟について生物調査を行った。調査範囲として、多摩川右岸の大師橋から下流に向かった

100m×350m 程度を設定し、エリア内の魚類及び底生動物、鳥類の生息状況について調査を行

った。また、調査期間中に確認された生物は、魚類２種類、甲殻類 13 種類、環形動物１種

類、軟体動物３種類、鳥類 19 種類であった。特徴としては、秋季にヨシ原周辺または泥質

地には多種多様なカニ、軟泥質地には神奈川県レッドデータブックで絶滅危惧種ⅠＢ類に指

定されているトビハゼが確認された。多摩川河口干潟は東京湾全体から見てもその存在はと

ても貴重なものである。この調査により、干潟の生物は季節変化に応じた多様な生活環境を

有していることが改めて確認された。 

３ 海水中全窒素の簡易分析法の調査・検討 

事業所排水の全窒素分析法には、簡便な JIS K 0102.45.2 紫外吸光光度法がある。しかし、

海水を含むサンプルの場合、紫外吸光光度法では吸光度測定の際に妨害がおこり、正確な測

定値が得られないため、煩雑な JIS K 0102.45.1 総和法を用いて分析することとなる。そこ

で本研究では紫外吸光光度法の海水への適用方法について、検討を行った。 

今回検討した分析方法は試料中の臭化物イオン及び前処理時にその一部が酸化されて生

じる臭素酸イオンを臭素に変え、固相吸着カラムで除去した後、硝酸イオン濃度による紫外

部の吸収を測定する方法である。この方法を用いて模擬海水を用いた添加回収試験(全窒素

濃度=2mg/L)及び、海水を含む事業所排水の分析を行った。 

模擬海水を用いた添加回収試験は 2mg/L に対して平均で約 1％の誤差であった。また、海

水を含む事業所排水の分析では、総和法と検討した分析法との誤差は、総和法と紫外吸光光
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度法との誤差に比べ、約 72％小さい誤差で分析結果を得ることができた。 

４ 平成 16 年度川崎港湾域における化学物質環境実態調査 

本調査は、環境省受託事業「平成 16 年度化学物質環境実態調査」において、初期環境調

査として実施したもので、調査地点は多摩川河口及び川崎港の２地点とし、水質試料及び底

質試料を１地点あたり３検体採取した。また、調査物質は２物質で、水質では 1,3-ジクロロ

プロペン１物質、底質では 1,1'-ビス(p-クロロフェニル)-2,2,2-トリクロロエタノール（ジコホ

ル）１物質について調査を行った。「化学物質分析法開発調査報告書」及び「外因性内分泌

攪乱化学物質調査暫定マニュアル」に記載されている分析法に準拠して分析を行った結果、

２物質とも全ての検体で不検出であった。  

５ 川崎市の地下水及び公共用水域における界面活性剤の実態調査 

川崎市の地下水及び公共用水域において非イオン界面活性剤及び陰イオン界面活性剤の

実態調査を行った。 

地下水においては、非イオン界面活性剤及び陰イオン界面活性剤が検出された地点が 50

地点中それぞれ１地点あった。非イオン界面活性剤が検出された地点は過去の調査において

ノニルフェノールが検出された地点であり、その関連性が示唆された。 

河川においては、非イオン界面活性剤及び陰イオン界面活性剤は９地点中すべての地点で

検出された。非イオン界面活性剤濃度は陰イオン界面活性剤濃度と比較して低い濃度であっ

た。また、非イオン界面活性剤と 1,4-ジオキサンとの関連性について検討したが、それぞれ

の濃度に明らかな相関はみられなかった。 

海域においては、非イオン界面活性剤及び陰イオン界面活性剤が検出された地点が 14 地

点中それぞれ１地点あった。それぞれの地点はいずれも運河内部であることから、界面活性

剤はそれほど広範囲に移動しないことが推察された。 

 


